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資 料

福Ｒ8.5.19

朝日・高根地域における義務教育学校の特色ある教育課程について

１．朝日・高根地域義務教育学校（高山市立朝日学園（仮称））の教育理念 別紙 １

・一人ひとりのこどもの学ぶペースに応え、どんどん進めたい子は先へ。じっくり学びたい

子は自分のペースで学べる授業を展開します。

・学校を飛び出し「その道のプロフェッショナル」から学べる学習を展開します。

・「自分に合った学び」×「プロフェッショナルからの学び」により、「どの子も生き生き

と自分の未来を切り拓く力」を育成します。

２．特色ある教育課程 別紙 １

従来の教育のカタチにとらわれない独自の学習環境を提供します。

基本的な学校の学び 高山市立朝日学園（仮称）

学習ペース みんなが同じペースで学ぶ 自分に合ったペースで学ぶ

集団構成 同じ年の仲間と学ぶ １～９年生が一緒に学ぶ

学習内容 教科書から学ぶ 起業家・プロ・大学生等から学ぶ

支援体制 １人の先生が見守る 複数の先生で見守る

３．高山市立朝日学園（仮称）だからできる３つの特色ある取り組み

（１）自分に合ったペースで学ぶ授業 別紙 ２

①１つの授業に複数の先生がサポートし、個々にあった学習ペースや習熟度をサポート

・どんどん進めたい子を指導・支援する先生 → 発展的な学びを導く指導

・じっくり学びたい子を指導・支援する先生 → 基礎的な学びを丁寧にサポートする指導

・自分に合ったペースでの学びと複数の先生によるサポートにより、「わからないまま進

むこと」や「わかっているのに待つこと」のない授業を展開

朝日・高根地域から始まる「新しい９年間の学び舎のカタチ」

すべてのこどもが『主人公』になれる学校
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②教科書の内容を繰り返し学び、「確かな学力」と「学ぶ力」を育む学びの仕組み

・ステップ1（４～ ５月）：学習内容を知り、自分に合った学習プランを作成

・ステップ２（６～１２月）：自分のペースで深く学び、知識・技能の確実な定着と

思考力・判断力・表現力を育成

・ステップ３（１～ ３月）：身につけた学びを社会につなげた体験学習等を展開

（２）好きを伸ばし、苦手を克服！みんなで学ぶ「朝日タイム」 別紙 ３

・「朝日タイム」は、やりたい教科を選択し、自分の「得意」を伸ばす学び、「苦手」を

克服し自信に変える学びの時間。複数の先生が指導

・１～９年生が同じ教室で学び、上級生が下級生に教えたり、質問したりするなど学年の

枠を超えた仲間で共に学び支えあうあたたかな時間を生み出し、「対話力」「社会性」

「優しさ」を育成

・文部科学省の認定する特例校に申請し、週３回（全授業時間数の１０％）の朝日タイム

を展開するため、従来の授業時間を短縮して時間を創出

（３）「その道のプロフェッショナル」から学ぶ連携プロジェクト 別紙 ４

①保-小-中-高-大 連携プロジェクト

・高校生、大学生、高校教員、大学教授との交流や体験学習を実施し、普段の先生とは違

う人が先生となる学びにより、より深い学問の楽しさや魅力を体感

・保育園と連携し、心と体の育成プロジェクトを展開し、義務教育学校での学びへのスム

ーズな接続を目指す

②就労プロジェクト

・岐阜県出身の起業家の団体（ＧｉＮＸ）、産業振興団体や関係機関等と連携し、高山市

や日本、世界で活躍する「その道のプロフェッショナル」の生き方や考え方に触れ、創

造力を養い、自身の職業観を広げ、将来について考える力を高める

・地域医療センターや脱炭素をめざした小水力発電など、新しく地域の原動力となる企業

や職種から学ぶことで、地域の現状を知り、地域の活性化について考える

③地域連携プロジェクト

・地域の自然や文化・歴史を学び、①②のプロジェクトで学んだことを生かして、「自分

は地域に何ができるか」を自ら提案・実践できる人材を育成

４．特徴的な取組を支える仕組み

（１）特認校制度（高山市教育委員会が定める従来の通学区域に関係なく就学を認める制度）

・令和１０年４月の開校から、市内のどこからでも住所を変えずに児童・生徒が通学するこ

とができる特認校制度を適用
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（２）特例校制度（文部科学省に教育課程の特例を申請し、認定を受ける制度）

・この学校独自の教科学習や短縮時間により生み出された時間を活用して取り組む「朝日タ

イム」など、他の学校とは異なるカリキュラムで学びを進める特例校に申請

５.スケジュール

令和 ８年４月～ 特色ある教育課程の一部を試行（国の研究事業）

令和 ９年度 文部科学省に特例校制度を申請

令和１０年４月 義務教育学校の開校



自分に合った学び プロフェッショナルからの学び どの子も生き生きと自分の未来を切り拓く力
（自ら学ぶ力、共に生きる力、創造力）

特色ある教育課程

基本的な学校の学び

みんなが同じペースで学ぶ

同じ年の仲間と学ぶ

教科書から学ぶ

　　自分に合った
　　　ペースで学ぶ授業（別紙２）

　　好きを伸ばし、苦手を克服！
　　　　みんなで学ぶ「朝日タイム」（別紙３）

　　 「その道のプロフェッショナル」
　　　　　から学ぶ連携プロジェクト（別紙４）

１人の先生が見守る

【高山市立朝日学園（仮称）】

１～９年生が一緒に学ぶ

起業家・プロ・大学生等から学ぶ

複数の先生で見守る

自分に合ったペースで学ぶ 高山市
特認校制度

誰もが「主人公」になれる！
市内のどこからでも通える！

令和１０年４月
　朝日・高根地域に義務教育学校
　（高山市立朝日学園（仮称））が開校予定

別紙１

文部科学省
特例校制度

3つの特色ある取り組み

この学校ならではの特色あ
る「朝日タイム」を展開！

この学校に通いたい！
通わせたい！ をかなえる！
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「どんどん進みたい！」「じっくり学びたい！」「好きなことを極めたい！」
　　一人ひとりの学ぶペースに応える学校が誕生します！

朝日・高根地域から始まる「新しい９年間の学び舎のカタチ」
すべてのこどもが『主人公』になれる学校

（教育理念）



１つの授業に複数の先生がサポート
　　　　　　　　　　①どんどん進めたい子をサポートする先生
　　　　　　　　　　②じっくり学びたい子をサポートする先生

別紙２自分に合ったペースで学ぶ授業

４～５月（ステップ1）

じっくり学びたい子は自分のペースで！

どんどん進めたい子は　先へ！先へ！

どんなペースで学んでも、一人ひとりに「確かな学力」と「自ら学ぶ力」を育てます！

教科書の内容を繰り返し学び、「確かな学力」と「学ぶ力」を育む学びの仕組み　

【全体の内容を知る】
【自分に合ったプラン作り】
◆先生と相談しプランを作成
　・じっくり型カリキュラム
　・通常型カリキュラム
　・どんどん型カリキュラム

【自分のペースで深く学ぶ】
◆知識・技能の定着
◆思考力・判断力・表現力の育成
　・複数の先生（発展的な学びを導く先生
　　と基礎をサポートする先生）が学びを支える

【学びを社会につなぐ】
◆体験学習
◆校外学習
◆発展学習
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～「どんどん」も「じっくり」もこどもが選ぶ。こどもが学びの主人公～

６～１２月（ステップ２） １～３月（ステップ３）



別紙３好きを伸ばし、苦手を克服！みんなで学ぶ「朝日タイム」　

【特認校制度】　※高山市　義務教育学校特認校

■授業時間を短く、集中力は最大に！
　 子どもの発達段階に合わせた新しい授業時間設定
（１～２年生）授業時間３５分　　（３～６年生）授業時間４０分
（７～９年生）授業時間４５分

「朝日タイム」の特徴
　◆自らがやりたい教科を選択し、
　　 複数の先生が指導
 （得意を極めたい、苦手を克服したい）
  ◆１～９年生が同じ教室で学ぶ
  ◆年齢を超えた学び合いの中で
     「対話力」「社会性」「優しさ」を育む
  ◆週３回、全授業の１０％が特別
     な時間に

お兄さん、
お姉さんと学べる！

これまでの学校

高山市立朝日学園（仮称）

～１年生から９年生までが同じ空間で共に学び支えあうあたたかな時間～

【朝日タイムはどうやってつくられるの？】

高山市立
朝日学園
（仮称）

高山市内の
どこからでも
通えます！
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別紙４「その道のプロフェッショナル」から学ぶ連携プロジェクト

①「創造力」を豊かにする　【保－小－中－高－大連携プロジェクト】
　◆高校連携　※月１回高校生との直接交流で効果向上
　　　→高校生と共に深い学び・・・探究的な学習
　　　→高校教員から進路・生き方について考える
　◆大学連携　※年６回の開催
　　　→大学生と共に深い学び・・・研究を一緒に学ぶ
　　　→大学教授から深い学び・・・学問の楽しさ・魅力を体感

　　法学、文学、医歯薬学、農学、福祉、理工学、経済学、教育、芸術、スポーツ　等
　　　→Co-Innovation University、岐阜大学　等　
　◆保－小連携 保小一体の「心と体の育成プロジェクト」
　　　→義務教育学校での学びへのスムーズな接続をめざす

②「将来について考える力」を高める　【就労プロジェクト】
　◆新しく朝日・高根地域の原動力となる企業・職種との深い学び
　　　→地域医療センター、脱炭素をめざした小水力発電、地域に根ざした介護施設　等
　◆朝日・高根地域や高山市内の地元産業の直接体験学習
　◆日本や世界規模での職業・職種について深く学ぶ
　　　→岐阜出身GiNX、産業振興団体や関係機関　等　

③「生きる力」を育む　【地域連携プロジェクト】
　◆朝日・高根地域の大自然・文化・歴史について深く学ぶ
　　　→美女高原のミズバショウ、野麦峠から製糸工場への女工、七本さわら　等
　◆①②のプロジェクトで学んだことを地域に提案・還元（恩返し）
 

～本物に出会う冒険！学校を飛び出し、その道のプロフェッショナルから学び、創造力、生きる力を養う～

朝日・高根地域の強みを生かして
地域にある強力なネットワークと地域に根ざした企業・法人や大学・高校との連携の活用

高山市立朝日学園（仮称）

大　学高　校
保育園
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